
  

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
川
柳
（
家
で
さ
れ 

職
場
で
出
来
ぬ 

口
ご
た
え
）
（
学
校
に 

育
児
の
付
け
を 

ま
わ
す
親
） 

（
残
業
の 

ウ
ソ
が
ば
れ
る
日 

給
料
日
）
（
音
痴
で
も 

ミ
ス
シ
ョ
ッ
ト
で
も 

ハ
イ
拍
手
） 

経
過
説
明
と
と
も
に
連
合

新
潟
の
方
針
を
貫
徹
す
る

こ
と
と
な
っ
た
。 

 

地
協
委
員
会
後
に
開
催

さ
れ
た
第
１
０
回
幹
事
会

は
支
部
代
表
者
会
議
と
の

合
同
会
議
で
は
、
デ
ィ
ー

セ
ン
ト
ワ
ー
ク
世
界
行
動

デ
ー
の
連
鎖
活
動
が
提
起

さ
れ
確
認
さ
れ
た
。
次
年

度
の
支
部
活
動
予
算
の
あ

り
方
に
つ
い
て
は
概
ね
の

合
意
形
成
が
図
ら
れ
て
終

了
し
た
。 

配
布
さ
れ
て
い
た
こ
と
か

ら
、
質
問･

意
見
と
も
活

発
に
発
言
が
な
さ
れ
た
。 

 

市
議
の
意
見
で
、
文
書

回
答
を
受
け
る
だ
け
で
な

く
、
要
望
課
題
毎
に
個
別

に
再
対
応
を
し
て
要
望
の

実
現
の
肉
付
け
を
す
べ
き

と
の
発
言
も
あ
っ
た
。 

(1)第618号（1991年3月22日第三種郵便物認可）    れんごう中越地協    毎月3回(1日･11日･21日発行)2008年9月21日 

賃上げ･一時金情報、活動予定･紹介･報告、地域よもやま情報、連合中越のホームページは  http://tyuuetu.net/     連合中越のメールアドレスは rengo.c@topaz.ocn.ne.jp 

 

 

９
月
１
２
日(

金)

午
後

６
時
、
主
催
者
挨
拶
に
続

き
、
総
合
生
協
の
長
谷
川

執
行
役
員
か
ら
、
食
の
安

全
を
テ
ー
マ
に
ク
ル
コ
の

取
組
を
中
心
に
３
０
分
の

ミ
ニ
講
演
が
な
さ
れ
た
。

地
産
地
消
と
い
う
生
協
の

原
点
を
再
確
認
し
な
が
ら

の
熱
い
思
い
が
語
ら
れ
、

あ
ら
た
め
て
生
協
事
業
の

重
要
性
が
認
識
で
き
た
。 

 

輸
入
食
品
や
海
外
加
工

で
コ
ス
ト
を
引
き
下
げ
て

き
た
日
本
の
食
品
生
産
、

流
通
業
界
は
、
先
の
中
国

産
の
冷
凍
ギ
ョ
ー
ザ
事
件

に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
食 

取
組
等
が
確
認
さ
れ
た
。

衆
議
院
議
員
選
挙
に
関
し

て
は
、
連
合
新
潟
の
方
針

に
よ
り
対
応
す
る
こ
と
と

し
、
各
産
別
方
針
と
と
も

に
全
力
で
政
権
交
替
に
向

け
て
活
動
す
る
こ
と
が
確

認
さ
れ
た
。
知
事
選
挙
に

関
し
て
は
、
連
合
新
潟
と

し
て
自
主
投
票
と
な
っ
た 

 

次
年
度
の
長
岡
市
へ
の

市
政
要
望
を
ま
と
め
る
た

め
の
政
策
委
員
会
が
９
月

１
１
日(

木)

午
後
６
時
か

ら
勤
労
会
館
に
て
開
催
さ

れ
た
。
委
員
会
で
は
昨
年

の
反
省
を
基
に
、

終
案

策
定
前
に
市
議
会
議
員
団

民
成
ク
ラ
ブ
と
の
意
見
交

換
の
場
と
し
て
も
位
置
付

け
ら
れ
た
も
の
。 

 

矢
島
議
長

と
小
坂
井
ク

ラ
ブ
長
よ
り

挨
拶
が
述
べ

ら
れ
た
後
、

出
席
市
議
か

ら
順
に
自
己

紹
介
が
な
さ

れ
、
早
速
、

要
望
書
の
取

り
ま
と
め
役

の
横
沢
副
議

長
か
ら
案
の

概
要
提
起
が

行
わ
れ
た
。

各
市
議
に
は

事
前
に
案
が 

 

９
月
１
９
日(

金)

午
後

６
時
３
０
分
よ
り
第
５
５

回
連
合
中
越
委
員
会
が
勤

労
会
館
大
ホ
ー
ル
に
て
開

催
さ
れ
た
。 

 

会
議
前
段
の
６
時
か
ら

ミ
ニ
学
習
会
で
は
、
自
治

労
県
本
部
の
賃
金
労
働
部

長
の
榎
本
朋
子
氏
よ
り
公

務
員
の
技
能
職
に
対
す
る

賃
金
攻
撃
の
持
つ
問
題
点

に
つ
い
て
具
体
的
資
料
を

基
に
講
演
が
な
さ
れ
た
。 

 

委
員
会
で
は
、
前
回
６

月
の
地
協
委
員
会
以
降
の

一
般
活
動
報
告
が
行
わ
れ

質
疑
の
後
、
拍
手
で
承
認

さ
れ
た
。
続
く
審
議･

予

定
事
項
で
は
、
幹
事
会
役

員
の
一
部
交
替
、
年
次
総

会
と
議
案
審
議
に
関
す
る

事
項
や
当
面
す
る
活
動
と

し
て
の
ア
ジ
ア
ア
フ
リ
カ

救
援
米
稲
刈
り
や
列
島
ク

リ
ー
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の 

 

 

た
。 

 

ま
た
、
労
働
講
座
と
し

て
、
連
合
が
進
め
て
い
る

ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス

の
考
え
方
に
つ
い
て
連
合

新
潟
の
渡
辺
副
事
務
局
長

か
ら

提
起

が
行

わ
れ

た
。

そ
れ

ぞ
れ

短
時
間
の
中
で
も
ポ
イ
ン

ト
を
つ
い
た
内
容
で
話
さ

れ
た
。 

 
文
化
講
座
と
し
て
、
片

野
大
輔
氏
の
チ
ェ
ロ
と
山

家
慶
子
氏
の
ピ
ア
ノ
に
よ

る
演
奏
に
耳
を
傾
け
た
。

日
頃
、
ゆ
っ
く
り
と
チ
ェ

ロ･

ピ
ア
ノ
の
生
演
奏
を

聴
く
機
会
が
少
な
い
中

で
、
プ
ロ
の
素
晴
ら
し
い

演
奏
を
堪
能
す
る
こ
と
が

で
き
た
。
両
氏
と
も
長
岡

市
を
拠
点
に
演
奏
活
動
を

展
開
さ
れ
て
い
る
。
片
野

氏
は
平
和
の
森
コ
ン
サ
ー

ト
や
、
平
和
フ
ォ
ー
ラ
ム

で
も
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
活

躍
さ
れ
て
い
る
。 

 

後
に
、
チ
ェ
ロ
の
片

野
様
も
含
め
て
懇
親
を
深

め
る
交
流
会
が
元
気
に
開

催
さ
れ
、
成
功
裡
に
講
座

は
終
了
し
た
。 

第618号  2008.9.21 
連合中越地域協議会 

長岡市東蔵王2-2-68 

TEL 0258-24-0515 

FAX 0258-24-8930 

発行人 矢島 良彦 

定 価 １部１０円 

●
あ
る
週
刊
誌
に
「
自
民

党
を
救
う
、
日
本
を
救

う
、
世
界
を
救
う
ゴ
レ
ン

ジ
ャ
ー
が
総
裁
選
に
向
け

て
全
国
遊
説
！
」
と
真
面

目
か
？
皮
肉
か
？
判
ら
な

い
が
街
宣
車
の
上
で
マ
イ

ク
を
握
る
５
人
を
写
真
掲

載
。 

●
永
年
続
い
た
自
民
党
政

治
の
結
末
が
、
年
金
徴
収

額
を
組
織
的
改
ざ
ん
し
て

制
度
の
信
頼
を
根
底
か
ら

崩
し
、
事
故
米
を
無
理
や

り
市
場
に
放
出
し
て
食

用
・
医
療
用
に
転
売
す
る

と
い
う
前
代
未
聞
の
食
の

安
全
を
崩
れ
さ
せ
た
。 

●
米
国
で
は
大
手
の
証

券･

銀
行
の
破
綻
会
社
が

続
出
し
て
全
世
界
の
金
融

マ
ー
ケ
ッ
ト
が
大
混
乱
を

起
し
て
い
る
。 

●
こ
ん
な
中
で
、
自
民
党

誤(

ゴ)

レ
ン
ジ
ャ
ー
？

は
、
ノ
ン
キ
に
談
笑
し
な

が
ら
、
仲
良
し
子
良
し
の

意
味
不
明
の
リ
レ
ー
ト
ー

ク
。
馬
鹿
か
！
と
言
い
た

い
の
は
私
だ
け
か
。
麻

生･

石
原･

石
破･

与
謝
野･

小
池
の
五
氏
は
逼
迫
し
て

い
る
国
民
生
活
を
よ
そ
に

レ
ン
ジ
ャ
ー
ご
っ
こ
だ
。 

●
金
融
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
世

界
的
混
乱
は
、
本
格
的
雇

用
混
乱
時
代
突
入
の
幕
開

け
と
言
わ
れ
て
い
る
。
戦

後
、
一
人
立
ち
出
来
ず
に

米
国
追
随
政
策
一
辺
倒
の

日
本
政
治
を
立
て
直
す
に

は
、
政
権
交
代
し
か
な
い

の
だ
。 

見
な
く
っ
ち
ゃ 

聞
か
な
く
っ
ち
ゃ 

言
わ
な
く
っ
ち
ゃ 

の
安
全
が
御
座
な
り
に
さ

れ
て
き
た
こ
と
を
き
っ
か

け
に
、
生
協
運
動
の
原
点

を
訴
え
ら
れ
た
こ
と
が
印

象
的
だ
っ
た
。 

 

続
い
て
、
労
働
金
庫
か

ら
、

聞
い

て
得

す
る

耳
寄

り
情

報
に

つ
い
て
夏
井
次
長
か
ら
お

話
が
な
さ
れ
た
。
こ
れ
ま

た
労
金
の
果
た
す
生
活
者

の
福
祉
サ
ポ
ー
ト
と
い
う

面
か
ら
の
提
起
が
行
わ
れ 

第17回連合中越「労働･教養･文化講座」 

地区労福協研修として盛大に実施 
 連合･労金･生協からの提起とチェロ･ピアノ演奏 

文
化
講
座 

連
合
中
越
「
第
５
５
回
」 

地
協
委
員
会
で
当
面
の
課
題
意
思
統
一 

委
員
会
後
、
支
部
代
兼
幹
事
会
で
当
面
活
動
確
認 

 

第
１
７
回
を
迎
え
た
連
合
中
越
「
労
働･

教
養･

文

化
講
座
」
は
地
区
労
福
協
の
懇
親
交
流
会
と
し
て
位

置
づ
け
で
開
催
さ
れ
、
今
回
は
、
食
の
安
全
を
メ
イ

ン
テ
ー
マ
と
し
た
企
画
が
な
さ
れ
た
。 

連
合
中
越･

政
策
委
員
会 

市
議
団･

民
成
ク
ラ
ブ
と
意
見
交
換 

修
正
を
加
え
て
来
週
の
地
協
委
員
会
で
最
終
案
を
提
示 



(2)第618号（第三種郵便物認可）          れんごう中越地協    毎月3回(1日.11日.21日発行）2008年9月21日 

 

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
川
柳 

（
教
育
費 

バ
ブ
ル
前
か
ら 

未
回
収
）
（
訂
正
は 

す
る
が
原
案 

で
き
ぬ
人
）
（
大
容
量 

使
う
頭
は 

超
軽
量
）
（
万
歩
計 

ゴ
ロ
寝
し
な
が
ら 

振
っ
て
み
る
） 
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連合北魚沼支部だより 連合小千谷支部だより 

○列島クリ－ンキャンペ－ン活動 
 ９月6日（土）午前9時から2時間余りにわたり、夏場に釣り人など

が訪れる魚野川の土手や小出駅裏周辺などの清掃活動を行いました。

今年も各単組から家族連れで参加していただき、例年よりも多い137
名の参加者でした。 
 当日は秋晴れの中、汗をかきながら、道路脇に捨てられた空缶やタ

バコの吸殻などのゴミを100kg拾い集め地域のエコプラントに搬入し

ました。昨年の反省から、作業中に街宣車を回し、活動に対してのPR
も行いました。 
 本年の参加者の感想としては「例年よりもゴミが少なかった。」な

どの声が多く聞かれました。「本当にゴミは少なくなっていって欲し

いものである。」(支部長談) 
 参加された皆さん暑い中大変御苦労様でした。また、当日総括会議

(慰労会)を行う中、参加者が年々増加してきていることなどから、次

年度の取り組みについて内容についてもっと検討していくことも確認

しました。 

単組紹介 

パナソニック コミュニケーションズ労働組合 新潟支部 

 小千谷支部に所属する、パナソニックコミュニケーショ

ンズ労組新潟支部の紹介をします。 

 私たちの新潟工場は、１９８９年夏にパーソナルＦＡＸ

の量産工場として操業を開始し（当時の社名は松下電

送）、ちょうど２０年目を迎えました。 

現在はカラー・モノクロの複合機、ビジネス向けＦＡＸ

の生産を担当していますが、ものづくりのほとんどが海外

へシフトしており、フィリピンや中国の工場の支援、重要

基幹ユニットの生産が業務の中心となっています。 

支部の組合員人数は、男性１７６名、女性６３名の２３

９名。執行部６名で活動していきますのでどうぞよろしく

お願いします。 

(前列）左から荒木書記長、中村委員長、溝口副委員長 

(後列）左から内山執行委員、重野執行委員、栗山執行 

    委員 




